
 　　働き方改革下において押さえておきたい労務管理のポイント

　　　　　　　〜介護事業者が知っておくべき助成金〜 
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「助成金」の検討ポイント

「受給できる金額が高い」

「申請しやすい」

「自社でも申請出来る（その後の経営に

影響が及ばない）」

これらの側面から検討
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特定求職者雇用開発助成金

高年齢者や障害者等の就職困難者をハローワーク等（※）の紹介に

より、継続して雇用する労働者（雇用保険の一般被保険者）として

雇い入れる事業主に対して助成されます。

医療・福祉事業所では、高年者の方、障がいをお持ちの方、母子家

庭父子家庭の方等の雇用される事業所が多く見られる。
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トライアル雇用助成金

 「トライアル雇用」は、職業経験の不足などから就職が困難な求職者を原則３カ

月間の試行雇用することにより、その適性や能力を見極め、常用雇用への移行の

きっかけとしていただくことを目的とした制度です。

事前にトライアル雇用求人をハローワーク、地方運輸局、職業紹介事業者※に提出

し、これらの紹介により、 対象者を原則３カ月の有期雇用で雇い入れ、一定の要

件を満たした場合に、助成金を受けることができます。
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キャリアアップ助成金

「キャリアアップ助成金」は、有期雇用労働者、短時間労働者、派遣労働者等の、非正規雇用労働者の企業

内でのキャリアアップを促進するため、正社員化、処遇改善の取組を実施した事業主に対して助成する制度

です

「キャリアアップ助成金」の様々なコース

正社員化コース 、 障害者正社員化コース 、 賃金規定等改定コース 、

賃金規定等共通化コース 、 諸手当制度等共通化コース 、

選択的適用拡大導入時処遇改善コース 、短時間労働者労働時間延長コース
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働き方改革推進支援助成金
●働き方改革推進支援助成金（労働時間短縮・年休促進支援コース）

生産性を向上させ、労働時間の縮減や年次有給休暇の促進に向けた環境整備に取り組む中小企業事業主を

支援する助成金です。

●働き方改革推進支援助成金（勤務間インターバルコース）

「勤務間インターバル」とは、勤務終了後、次の勤務までに一定時間以上の「休息時間」を設けること

で、働く方の生活時間や睡眠時間を確保し、健康保持や過重労働の防止を図るものです。

このコースで、勤務間インターバル制度の導入に取り組む中小企業事業主を支援する助成金です。

●働き方改革推進支援助成金（労働時間適正管理推進コース））

生産性を向上させ、労務・労働時間の適正管理の推進に向けた環境整備に取り組む中小企業事業主を支援

する助成金です。
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